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令和元年10月11日胆江地域災害医療実地訓練が開催されました。 

 

初めに、訓練にご参加頂いたボランティアの皆様に厚く御礼申し上げます。 

 

 奥州保健所御指導のもと、奥州市、奥州金ケ崎消防本部を始め、胆江地域の医療機関の関係者の皆様と数回の

話し合いを重ね、各病院における訓練（情報伝達訓練、傷病者トリアージ訓練など）、奥州市立総合水沢病院からの

患者搬送訓練およびDMAT出動訓練を行うことが決定しDMATは胆沢病院から派遣、また岩手医科大学災害医学

講座助教の藤原先生にも水沢病院に参集して頂きました。 

 当院では、30名のボランティア（防災みなみ、水沢学苑看護専門学校）に御参加頂き傷病役をつとめて頂きまし

た。院内職員は院長、総看護師長、事務局長をはじめ、100名近くのスタッフが参加してくれました（運営者含む）。 

13時に「ただいま大規模な地震が発生しました」という訓練放送が入り、各スタッフが自分の頭を災害モードに切り替

え。勝又院長＝災害対策本部長の災害宣言を皮切りに、大会議室に災害対策本部を開設。アクションカードに基づ

き本部員の役割分担を行いそれぞれが仕事を開始しました。本部要員に関しては、BCP（業務継続計画 Business 

Continuity Plan）に基づいたアクションカードを新規に作成し、それに基づいた訓練としました。 

 本部では、クロノロの記載、EMIS入力（Emergency Medical Information Sys-

tem：広域災害救急医療情報システム）、入院ベッド調整（退院可能患者の抽

出）、診療部門との連携に重点をおいて頂きました。クロノロ記載はこれまでの訓

練の経験が生きていたと考えられ、例年通り見やすいものが記載されていました

（写真1）。院内患者の把握は出来ていたと思われますが、普段「担送・護送」で

分類している患者さんを「赤・黄」に分類し直す事に課題があると思われました。

診療部門との連携では例年同様、情報をどのように伝達するかに課題が残りま

した。また大会議室にいる本部要員方から、外来ブースの生の状況が伝わりにく

いとの意見も頂きました。 

  

令和元年（2019年）  

  胆江地域災害医療実地訓練 報告 

（写真1） 
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医療情報コーナーイベント 第7回 『がんのリハビリについて』 

   日 時  12月24日（火） 1回目 9：30から   2回目 10：30から 

   内 容  ①入院による機能低下 ②入院中の運動療法 ③がんのリハビリテーションについて 

        ④質疑応答 

   担 当  リハビリテーション技術科       

   場 所  胆沢病院 玄関ホール内医療情報コーナー  

   申込等  申込不要、費用は無料です 

   問合せ先 胆沢病院 地域医療福祉連携室 TEL 0197-24-4121  

 診療部門では外来診療責任者を中心に、チームビルディングを行ってもらいました。すなわちトリアージポストおよび

赤・黄・緑の診療エリアのリーダーを指名、各場所の設置を行いました。その後各トリアージポスト、各診療エリアで模

擬患者のトリアージ、診断、治療を行って頂きました（写真2）。ボランティアの方々の演技のお陰で、緊張感のある訓

練となりました。 

当初使用しようとしていた内科ブロックが当日使用不可となりましたが、参加者の方々のその場のアイディアで別な場

所に診療エリアを設置していただき、訓練としてはうまく出来ていましたし、本番でも同様に使用出来るのでは、とヒント

を頂く事ができました。 

本部との情報のやりとりについては上記記載通り課題が残りました。今回は一般電話が通じない設定だったため、外

来ブースから他の病院への転院搬送の連絡が出来ない状況であり、全ての患者情報を本部で外部とやりとりする必

要性がありました。実災害で同様の状況となったとき、外来ブースに衛星電話が設置できれば転院患者については

外来で処理出来ますが、衛星電話の通信状況が悪い場合には今回と同様のことが生じると考えています。 

実際の災害時は診断、治療にさらに時間がかかるでしょうし、入院や転院搬送も訓練のようにスムーズに行かない可

能性がありますが今回の訓練が必ず役にたつものと考えています。参加したボランティアの皆様、院内スタッフの皆

様本当にお疲れ様でした。今後とも災害医療への御理解と御協力をよろしくお願いいたします。  

（泌尿器科 忠地一輝） 

 

 

（写真２） 

年末年始期間中の診療体制について                         

12月28日、29日、12月31日～1月5日は外来診療（全科）を休診し、当番医師による救急診療体制となります。救

急受診を希望される方は電話にてお問合せください。なお、12月30日は診療日ですが、休診の診療科もありますの

で、詳しくはお問合せをお願いします。   お問合せ電話番号 ０１９７－２４－４１２１ 


